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近畿地方整備局の取り組み

『第２回工事安全強化期間』
（期間は１２月１日から１２月１５日まで）

平成１４年度の近畿地方整備局直轄請負工事及び作業に
おける発生事故件数は、１１月末現在で１０３件（速報
値）となっており、過去最悪の事態が危惧されています。

近畿地方整備局では、安全意識の高揚と安全活動の定着
を図るため、７月に『工事安全強化期間』を２週間設定し
ました。その際には、各事務所及び出張所にポスターを掲
示すると共に、安全講習会、安全パトロール等を展開した
ものです。

今回は、例年事故が多発する年末・年度末を控え、より
一層の安全意識の高揚と安全活動の定着を図る目的で、２
回目の『工事安全強化期間』を前回同様に実施する事とな
りました。

各工事事務所におかれましては、工事施工において各月
の作業内容に応じた安全教育・危険予知活動内容で実施さ
れているか、また各月の作業内容（作業手順）が現場で周
知徹底されているか、点検・指導をお願いします。

直轄工事の事故に対する安全対策の取り組み事例紹介

滋賀国道工事事務所『工事安全協議会』が労働安全講習会を実施

滋賀国道工事事務所では、管内で発注された工
事及び作業等の請負業者及び、当該工事事務所職
員等を対象として、工事及び作業等の安全に関す
る意識の向上を図る為に、去る１０月３０日に労
働安全講習会を大津市いこいの村びわ湖で開催し
ました。

講習会では、滋賀労働局労働基準部安全衛生課
長により、県内の労働災害の現状や建設業におけ
る若年労働者の被災増加の話や、災害発生の仕組
み等を解説され、災害が発生する「確率」を下げ
ることでは無く「予知」し未然に防ぐ必要性につ
いての講話を頂きました。

また、近畿地方整備局技術調査課から課長補佐
が工事の安全対策について説明し、さらに請負業
者の代表からも安全管理の取り組みについて事例
が発表されました。

当日は１２０名におよぶ出席があり、７０社の
請負業者にも参加を頂き、さらなる安全に関する
意識の向上を誓い合い閉会となりました。

工事の安全に
!!努めよう



（平成１４年１１月３０日現在）１１月の事故速報

発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

１１月１日 道路環境整備工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、停止していた一般車（ダン

京都府 プトラック）に前方不注意の後続車（貨物トラック）が追突した。

〔 物損：一般車２台の車体一部損傷 〕３：３０

１１月１日 道路舗装修繕工事において、工事用の仮フェンスを設置していたところ、強風により仮フェンスが

京都府 車道側に倒れ、走行していた一般車に接触した。

〔 物損：一般車の車体一部損傷 〕２３：００

１１月２日 道路改良工事において、ダンプトラックで残土運搬を行っていたところ、対面を走行してきた原付

和歌山県 バイクがカーブを曲がりきれずに転倒し、ダンプトラックの前に滑ってきたため、衝突した。

〔 第三者：死亡 〕１０：４０

１１月９日 情報ＢＯＸ設置工事において、工事現場内に工事案内看板を設置していたところ、突風により工事

和歌山県 案内看板が枠から外れ、バイク（５０㏄）で走行していた第三者の頭に当たった。

〔 第三者：頭部打撲、頚部捻挫等 全治１週間 〕５：００

１１月１２日 法面防災工事において、削孔機で削孔作業を行っていたところ、排出スライムを送るホースが削孔

兵庫県 機から外れ、高圧で送り出されたスライムが作業員の左顔面に直撃した。

〔 作業員：顔面擦過傷 全治７日 〕１８：３５

１１月１３日 情報ＢＯＸ設置工事において、路肩に工事警戒標識を設置していたところ、対向車とすれ違い時に

福井県 路肩に寄って外側線をはみ出した一般車（貨物トラック）が、工事警戒標識に接触した。

〔 物損：一般車のフェンダーミラー損傷 〕０：３０

１１月１３日 情報ＢＯＸ設置工事において、複数箇所の試掘作業を行っていたところ、交通誘導員が持ち場を離

大阪府 れた際に施工箇所へ進入した自転車が転倒した。

〔 第三者：顔面打撲、左膝打撲、下顎下唇打撲 全治１０日 〕０：３５

１１月１５日 堰周辺整備工事において、県道との境に設置していた工事用道路の門扉に一般車が接触したと思わ

和歌山県 れる損傷箇所があった。

〔 物損：門扉損傷 〕６：４５

１１月１６日 情報ＢＯＸ設置工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、交通誘導員の停止合図を

福井県 見落とした一般車が反対車線にはみ出した位置で停止し、後続車が追突した。

〔 物損：一般車の車体一部損傷 〕２：４５

１１月１６日 情報ＢＯＸ設置工事において、規制を解除して町道を回送中の標識車の標識が道路を横断架設され

京都府 ていた地元テレビケーブルに接触し、ケーブルを切断した。

〔 物損：架空線切断、約６５戸のテレビが受信不能 〕５：００

１１月１６日 情報ＢＯＸ設置工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、停止していた一般車に後

和歌山県 続車が追突した。

〔 物損：一般車の車体一部損傷 〕１２：３０

１１月１８日 情報ＢＯＸ設置工事において、バックホウでトンネル内の掘削作業を行っていたところ、バックホ

和歌山県 ウのアームがトンネル照明灯具に接触した。

〔 物損：トンネル照明灯具１基破損 〕１３：１０

１１月２０日 道路環境改善工事において、２車線道路で追越車線を規制していたところ、信号待ちで停車してい

大阪府 た一般車の間を横断しようとした作業員が、走行してきたバイクと接触した。

〔 物損：バイク損傷 〕２３：２０

１１月２２日 トンネル定期点検作業において、トンネル内の点検作業を行っていたところ、一般車が作業ブース

滋賀県 内に進入し、出てきた２名が作業員及び機器等に暴行を行った。

〔 作業員５名：負傷 負傷程度不明 〕０：０５

１１月２２日 道路改良工事において、２ｔダンプトラックで土砂を投入しようと荷台を上げたところ、後部排土

京都府 用扉の安全ピンを解除していなかったために荷重が後方にかかり、転倒した。

〔 運転手：第１腰椎圧迫骨折 全治６０日 〕１１：３０

１１月２３日 情報管路設置工事において、２車線道路の走行車線を規制していたところ、追越車線を走行してき

奈良県 た一般車（大型貨物車）が規制区域に進入し、作業員２名を荷台に乗せて規制解除作業を行っていた

４：２５ 資材運搬車に追突した。

〔 作業員２名：打撲、捻挫等 全治１週間 〕

１１月２５日 道路防災工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、速度超過で規制区域に進入した

京都府 一般車が急停車しようとしたためにスリップし、既設の視線誘導標に接触した。

〔 物損：既設視線誘導標等損傷 〕１２：５０

１１月２７日 情報ＢＯＸ設置工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、交差点内で一般車同士の

滋賀県 接触事故が発生した。

〔 物損：一般車２台の車体一部損傷 〕９：４５

１１月２８日 護岸工事において、河川敷で作業を終えた４５ｔ吊クローラクレーンが移動する際に、ブームを上

京都府 げたまま走行したところ、架設されている橋梁の主桁にブーム先端が接触した。

〔 物損：橋梁主桁 一部損傷 〕１５：００

１１月２８日 橋梁下部工事において、排水路設置の為にバックホウを使用して掘削作業を行っていたところ、現

福井県 場に埋設されていた融雪用水管を損傷させた。

〔 物損：県の融雪用水管（石綿管φ１５０）損傷 〕１６：５０

１１月２９日 道路沿道整備工事において、片側交互通行規制を行っていたところ、規制に伴う渋滞列の途中の横

京都府 断歩道上で、横断者があった為停止した一般車に後続の一般車が追突した。

〔 物損：一般車２台 一部損傷 〕１３：５０


